


この本について

9月のりんどう（竜胆）に続きまして、10月のこコスモス（秋桜）の花言葉を紹介します。

コスモス、東京では９月には見ることができると思います。

昨年、ふらっと立ち寄った浜離宮で、コスモス畑（畑と言って良いか分かりませんが、群生とい
うような規模）を見ることができました。都会のビル群の中、自然に触れることができ癒されま
した。

風に揺れている白や桃色、橙色の花々を思い浮かべながら、この本で秋を感じていただければう
れしく思います。



秋桜

Wikipediaによると、日当りと水はけが良ければ、やせた土地でもよく生
育するとのことです。

秋桜。

秋はどこか寂しい雰囲気がしますが、「実りの秋」とも言いますし、
ほっくりする秋と、秋桜の花びらをイメージして書いてみました。



優美

優しく、美しい。

秋桜のイメージとしても、優しい感じがありますね。



真心

もともとは、「乙女の真心」だったのですが
真心だけを切り出しました。

他にも「乙女の純真」や「純潔」という花言葉もあり

秋桜は「乙女」というイメージもあるようですね。

心・・ということで、丸みを帯びた書にしてみました。



おわりに

閲覧いただきまして、ありがとうございます。

最近、人と人との縁を感じ、感謝することが多いです。

何かの本で読んだのですが、人間間には見えない力、「縁」があり、その時々、波長が合う人と
は
縁の力で出会うことができるそうです。

この本を読んでいただけた方と、本を通じた出会いができてうれしく思います。

さて、10月は旧暦で神無月。
神無月の語源には、10月に全国の神々が出雲大社に集まるため神がいなくなる月という俗説や、
無は「の」を意味する格助詞「な」であり、神の月、神を祭る月であるという説などがあるそう
です。

今年も浜離宮で秋桜を見ながら、花言葉を思い浮かべつつ・・秋を感じていきたいと思います。


